












●制作／たまさや　●デザイン／犬山ハリコ　●印刷／株式会社シュービ　● ISSN  2188-8213
立教大学アジア地域研究所　〒171-8501　東京都豊島区西池袋 3-34-1
Tel・Fax : 03-3985-2581　E-mail : ajiken@rikkyo.ac. jp　https://www.rikkyo.ac. jp/research/institute/caas/




























































































































































































































































































































産（Surviving the Japanese Occupa-

































































































共著にJapanese Language and Soft Power in Asia（Palgrave）、『歴史学者と読む高校世界史』（勁草書房）、『香港の過去・現在・未来』（勉誠出版）など。
















































































































































































































































































































































































































































































Higuchi, Ken'ichiro（2017） Overseas Language 
Diffusion and the "Localist Approach" : Based 
upon the Case of the Korean Language, 『椙山女
学園大学文化情報学部紀要』17, 121-126頁.
King, Francis（1964）The Japanese Umbrella, 
London: Longmans.















































































































































































































































































강효백（姜孝白）（2009）「사실혼 관계의 재중탈북여성 


















写真2／「The Strange Tale of Yeonmi Park―A high-profile North Korean defector has harrowing stories to 
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(Lutz, Jessie Gregory, Opening Chinaの表紙)  
写真3／  開港された上海（1985年筆者撮影）
橋本　栄莉
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台南山上水源地
　その見学地は台南山上水源地である。
台南山上水源地は 1922 年に完成し、
1982 年まで水道水を提供していた。水道
事業の意義は飲料水の提供のみならず、む
しろ公衆衛生の観点から必要とされてい
た。その後、2002 年に古跡指定される。
筆者がデング熱流行のさなかに見学にいっ
たのは2015 年 9月5日「台湾の土木遺
産ツアー」でのことである。ここは2019 年
に台南山上花園水道博物館としてオープン
し、すっかりきれいに整備されているが、
我々が見学したのは公開前の特別な時期
であった。（写真 4～8）
　ここは山中にあり車でしかアクセスできな
取り外された後の壁面のくぼみなど、多くは
廃墟と化していた。美術史を専門とする鈴
木恵可氏の関心は、入り口付近にあった水
道技師・濱野彌四郎の胸像の台座であっ
た。胸像は近年復元されたものであるが、
台座は古いものであり、また台座から時代
性を読み取れるのだと教えられた。
　蚊が多い浄水地区は見学できず、また、
道外れの建物を見に行こうとすると、そこは
蚊が多いから行ってはいけないといわれた。
一方で、許される範囲は最大限見せてもら
えた。貴重な体験だったと思う。
　なお、台南山上花園水道博物館は自動
車がないとアクセスが難しいが、台北浄水
場の自来水博物館のほうは台北市内の国
立台湾大学のすぐ近くにある。1908 年に
建てられたここのポンプ室は、内装は簡素
だが外装はバロック式という不思議な空間
である。機会があればぜひ訪れてほしい。
＜参考文献＞
張宗漢（1980）『光復前台湾之工業化』聯経出版事業
公司（台北）.
い。ツアーの参加者は台湾人と日本人でバ
スが分かれていた。バスから降りた草むら
のなか、パスポートを見せると、スポート番
号が手書きで書き写された。それだけの作
業であったが、今思えば誰かがデング熱を
発症した場合、このパスポート番号のリスト
が照会され、台南山上水源地が感染源か
どうか調べるために書き留められたのであ
ろう。デング熱は人から人へ感染すること
はないが、感染した人の血を吸った蚊が別
の人を刺して感染が広がる。2015 年のデ
ング熱流行時、感染拡大を防ぐため、感染
源になりそうな場所に立ち入った人々の情
報をIDで管理する体制が実施されていた
のだった。
　うっそうと生い茂る草むらのなか、ポンプ
室や濾過室などレンガ造りの建物をいくつ
か見て回った。すでに一部、展示パネルが
設置されているところもあったが、発電機が
　立教通りにある池袋駅地下街「エチカ」
への入口。が、そこには入らずに右手に
少し進むと階段があって、その二階にタ
イ料理店「ムートーン」がある。池袋は東
南アジア系エスニック料理店が多い。特
に立教通りから西公園側の裏通り、通称
「裏立教通り」（今私が名付けた）に一歩
入るとマレー、ベトナム、タイなどの料理
屋が軒を連ねている。そんな激戦区にお
いてムートーンは多くの客で賑わってい
る。特にランチ時は学生からおば様まで
絶大な支持を得ているようだ。また、私
もそうだが、なにげに一人客も多い。タイ
という国がバックパッカーからシニアの
高級リゾートまで幅広い支持を得ている
ように、この店もワンコインの日替わり
ランチから本格的なタイ料理まで広い
ニーズに対応する。店長さんがタイ出身
の奥さんと一緒に考えたという店名の
「ムートーン」はタイ語で「黄金の豚」だ
そうだ。こぢんまりとして現地の雰囲気
漂う店内には子豚の絵が描かれたトート
バッグがいくつもぶら下がっていて、ス
タンプカードがいっぱいになると、その
子豚バッグやワインなどがもらえる。海
外から研究者が来た時など、ここで研究
会の続き（夜の部ともいう）をしてバッ
グをプレゼントすれば一石二鳥だ。
　さて、そのような「ムートーン」である
が、タイのなかでもイサーンと呼ばれる
東北地方の料理店であるというので店長
さんに訊いてみた。「いや、特に東北料理
だけというわけではないです。料理人に
東北出身が多いくらいでしょうか。」え、
そうなの。でもせっかく予習したので、
三大イサーン料理というガイヤーン、ソム
タム、ラープを注文してみた。イサーン地
方は歴史的にアンコール王国やランサー
ン王国の領域に入り、タイのなかでも特
徴的な文化を持つ地域である。その料理
もさぞや特徴的であろうと思いきや、実
アジ研的
●レストラン探訪●
タイレストラン ムートーン
〒171-0021 豊島区西池袋5-1-10第3矢島ビル2Ｆ TEL03-3987-0588
池袋駅C3出口から左側すぐ、池袋駅（北口）から徒歩5分、
立教大学正門から徒歩3分
営業時間／11:30～15:00（L.O.14:30）、17:00～22:30（水曜定休日）
タイレストラン ムートーン清水美里（しみず・みさと）
立教大学経済学部助教
2012 年東京外国語大学大学院地域文化研究科博士
課程修了。早稲田大学・東京外国語大学非常勤講師、
日本学術振興会特別研究員 PD、明治学院大学国際
平和研究所研究員等を経て2019 年より現職。著書
に『帝国日本の「開発」と植民地台湾：台湾の嘉南
大圳と日月潭発電所』（単著、有志舎、2015 年）、『日
本植民地研究の論点』（共著、岩波書店、2018年）他。
はイサーン料理はタイ国内でもかなり広
く普及しており、いまやタイ料理店では
普通に見られる。タイ料理が激辛という
のも、本来はイサーン料理の地域的な特
徴に過ぎなかったという。
　東北料理以外にも、トムヤンクンやガ
パオ、タイカレーなど定番中の定番から
海鮮料理や麺類まで揃っており、ガパオ
やタイカレーはミニサイズの追加もでき
る。日替わりメニューに追加するとラン
チとしてはほぼコスパ完璧である。お勧
めはスープ系で、これにカオニャオ（餅米）
やカオフォンマリ（ジャスミンライス）を
合わせるとなかなか良い。タイ米の美味
しさがスープを引き立てている。かつて
米不足の際に日本に輸入されたタイ米は
イマイチというイメージがあるが、きち
んとした店で炊いたタイ米を食べると素
晴らしく美味しい。是非、タイ米の美味
しさも味わってみてほしい。
文・写真／四日市康博（立教大学文学部史学科准教授・アジア地域研究所）
写真6／台南山上水源地　送出ポンプ室
トムセップ（激辛豚モツスープ）とカオニャオ（餅米）（上）写真４／台南山上水源地
（下）写真5／台南山上水源地濾過室内部
（左）写真7／送出ポンプ室の発電機設置跡（発電機は取り外されている）
（右）写真8／台南山上水源地。蚊が多いため近づいてはいけないと言われた場所
季節のランチ：この日はパッパクプーン
（空心菜炒め）とガイヤーン（ハーフ）
イサーン料理：ガイヤーン（鶏香味焼き）、ソムタムパーラー
（田舎風青パパイヤサラダ）、ラープムー（豚挽肉ハーブ和え）
ウィーンから来た中世グローバル史家 ヨハネスを囲んで
タイビールをかっくらう研究者たち
